
Abstract Method: The theme and the contents of study in the time and the process record which de-

scribed a junior student's process record were surveyed. Sample: 188 process records which the

nursing students described by clinical learning in psychiatric and mental health nursing. Result: 1)

'Self-reflection' was the main purpose for the student's use of process records throughout the clini-

cal learning. 2) 'Self-understanding' is obtained in the early stage of 8-day practice, while 'communi-

cation skills' were achieved in the middle and latter stage of it. 3) In the year-round clinical learn-

ing program, students who experienced psychiatry and mental health nursing early in the pro-

gram mainly obtained 'communication skills' through the process records, while those who experi-

enced it in the midterm or latter half of the program used the records for 'self-understanding.'

要 旨 精神看護学実習での学生の実習進度に応じた自己洞察を深めることを目的としたプロセスレコード

に対する指導への基礎資料とするため、プロセスレコードが記述された時期とプロセスレコードに取

り上げられたテーマおよび学習内容との関係について検討した。プロセスレコード１８８例を検討した結

果、以下のような知見を得た。１）実習８日間の精神看護学実習において学生がプロセスレコードを記

述した時期は、実習１～３日目が４１．５％と最も多く、その後は減少していた。２）プロセスレコードに

取り上げられたテーマは、実習の時期に関係なく〈自己の振り返り〉が多く、学習内容は時期で異な

り、実質８日間の精神看護学実習の時期では、前期は〈自己理解〉、中期・後期は〈コミュニケーショ

ン〉が多かった。通年の臨地実習全体における精神看護学実習の時期では、前半は〈コミュニケーシ

ョン〉、中間・後半は〈自己理解〉が多かった。３）〈自己の振り返り〉から《自己洞察》への学習内容

の深まりは、臨地実習全体の後半に精神看護学実習が行われた学生に多かった。
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はじめに

「自己を知るということは看護という仕事をおこ

なう者には絶対に欠かせない必要条件である」と看

護における自己洞察の必要性について、Peplau

（１９５２，p.５７）はその著書で語っている。精神看護学

臨地実習（以後、精神看護学実習とする）では、

８０％近くの教育機関がプロセスレコードを用いてお

り（鈴木，１９８６）、本学でもプロセスレコードを実習

記録として活用している。学生にとって、自分が他

者との関わりのなかで気がかりを覚えた部分は自己

洞察の機会となるため、精神看護学実習では学生の

「気がかりを覚えたこと」を特に重視している。教

官・指導者は、学生が感情を自由に表出できるよう

に促し、学生自らの意志でエピソードを選択させ、

プロセスレコードによって自己の振り返りができた

と実感できるようにサポートするようにしている。

しかし、学生にとっては、患者と関わること自体

が大きな課題となる。それまでの臨地実習での患者

との関わり体験やTravelbee（１９７１）、Peplau（１９５２）

が述べている人間対人間の関係確立の時期により学

生にとっての気がかりの内容は変化し、その結果、

プロセスレコードによる学びにも影響を与えている

のではないかと考えた。

精神看護学実習でのプロセスレコードに関する研

究には、プロセスレコードでの陰性感情に着目し実

習成績との関連を明らかにした研究（須藤，２００２）、

学生が困った場面を振り返ることでの学習効果を明

らかにした研究（三原，２００１）、プロセスレコード分

析を通して学生の態度と発言傾向を明らかにした研

究（遠藤，１９９８）、プロセスレコードによる学生自身

の学びを明らかにした研究（坂江，１９９８）や教師の学

生への関わり方を検討した研究（田中，１９９５）などみ

られるが、精神看護学実習の時期とプロセスレコー

ドで学習した内容との関係を分析した研究はみあた

らなかった。学生の実習進度に応じたプロセスレコ

ード指導を行うには、実習の時期という時間経過と

学生自身が気がかりを覚えたこと、およびプロセス

レコードによる学習内容との関係を明らかにするこ

とが必要ではないかと考えた。

そこで、プロセスレコードで取り上げられたテー

マは学生の気がかりを反映しているという前提のも

と、精神看護学実習において学生がプロセスレコー

ドを記述した時期とプロセスレコードに取り上げら

れたテーマおよび学習内容との関係を明らかにし、

学生の実習進度に応じたより効果的な自己洞察を深

めるためのプロセスレコード指導への基礎資料にし

たいと考え、学生の了解に基づき検討したところ、

幾つかの知見を得たので報告する。

精神看護学実習の概要

本学の精神看護学実習は、３年生後期から４年生

前期にかけて展開されている領域別看護学実習の一

領域に位置づけられ、学生は１０グループに分けられ、

同グループで６領域（７箇所）の実習箇所をローテ

ーションしている。実習領域の順番はグループによ

り異なり、精神看護学実習が最初のグループもあれ

ば最後のグループもある。精神看護学実習は２週間

（帰校日や休日を含めると病棟での実習は８日間、

祝日がある場合は７日間）で、実習期間を通して１

名の患者を受持ち、看護過程を展開している。

研究方法

研究対象

精神看護学実習の記録の一つとして提出され、研

究への使用に協力の得られた学生のプロセスレコー

ド１８８例（学生５８名に依頼し、全員からの協力が得ら

れた）。

分析方法

プロセスレコード記録用紙に記入する項目「この

場面を取り上げた理由」をプロセスレコードに取り

上げられたテーマとし、同様に「考察（この場面か

らわかったこと）」の項目を学習内容と想定して、そ

れぞれの記述を精読し、記述されている事柄の意味

を複数の研究者間で読みとり検討した。それらを、

川野（１９９２）、森（１９９７）らのプロセスレコードの視
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点である自己の理解、患者の理解、関係性の理解を

中心に分類し、精神看護学実習の時期との関係につ

いて分析した。

精神看護学実習の時期については、実質８日間の

精神看護学実習の期間内における日数での時期と専

門領域の臨地実習全体における精神看護学実習の時

期に分けて分析をした。精神看護学実習の期間内に

おける日数での時期（以後、期間内での時期とする）

については、臨床に出向いている日数をカウントし、

実習初日はオリエンテーションなどで患者と関わる

時間が極端に限られていることから、実習開始より

３日間を前期（以後、期間内前期とする）、実習終

了の２日間を後期（以後、期間内後期とする）、それ

以外を中期（以後、期間内中期とする）として分類

した。

臨地実習全体における精神看護学実習の時期（以

後、ローテーションの時期とする）については、領

域別看護学実習全体における精神看護学実習の実施

時期により、１・２回目の実習で精神看護学実習を

迎える３つの実習グループを前半（以後、ローテー

ション前半とする）、３・４回目に精神看護学実習を

迎える４つの実習グループを中間（以後、ローテー

ション中間とする）、５から７回目に精神看護学実習

を迎える３つの実習グループを後半（以後、ローテ

ーション後半とする）として分類した。

倫理的配慮

口頭にて研究の主旨、匿名と守秘の保証、研究へ

の参加は自由であり強制されるものではなく、実習

の評価とまったく関係ないことなどを説明し、了解

を得た。

結 果

プロセスレコードに取り上げられたテーマと学習内

容について

学生が記述したプロセスレコードは、平均３．６例

（最小１．０，最高７．０，SD±０．９５）であった。そこに

記述されているプロセスレコードに取り上げられた

テーマ１８８例は、〈自己の振り返り〉〈患者－看護者関

係の振り返り〉〈コミュニケーション〉〈その他〉の

４つに大別できた（表１）。最も多いのが〈自己の振

り返り〉の９４例で、全体の５０％を占めていた。以下、

〈患者－看護者関係の振り返り〉４１例（２１．８％）、〈コ

ミュニケーション〉２０例（１０．６％）、〈その他〉３３例

（１７．６％）であった。

対象となったプロセスレコード１８８例に記述され

ている学習内容の事柄の意味を研究者間で読み取り

検討したところ、９８例が複数の学習内容を示し、そ

の総数は３０７例に上った。プロセスレコードによる学

習内容３０７例は、〈自己理解〉〈患者－看護者関係の理

解〉〈コミュニケーション〉〈対象理解〉〈その他〉の

５つに大別できた。最も多いのが〈自己理解〉であ

り、７５例で全体の２４．４％を占めていた。以下、〈コミ

ュニケーション〉６９例（２２．５％）、〈患者－看護者関

係の理解〉５８例（１８．９％）、〈対象理解〉５８例（１８．９％）、

〈その他〉４７例（１５．３％）であった（表２）。

さらに、学生が患者との関係のなかでの自己理解

ができることにウエイトをおく実習目的に準じて

〈自己理解〉、〈患者－看護者関係の理解〉を詳細に

みると、〈自己理解〉は《自己の振り返り》《自己洞

察》に、〈患者－看護者関係の理解〉は《患者－看護

者の関係性》《患者－看護者の相互作用》にそれぞれ

分類することができた。なお、《自己の振り返り》と

《自己洞察》の違いについては、川野ら（１９９２，p.

５４）を参考に、《自己の振り返り》を「自分の行動と

感情と思考への気づき」、《自己洞察》を「自分をよ

く見通し見抜くこと」とし、《自己洞察》の方が《自

己の振り返り》より、より深く自分の言動を気づい

ている状態であるとした。また、《患者－看護者の関

係性》と《患者－看護者の相互作用》は、広辞苑（新

村，１９９８）を参考に、関係性を「あるものが他のもの

と何らかのかかわりをもつこと。その間柄。あるも

のが他のものに影響を及ぼすこと」、相互作用を「互

いに働きかけること。２個以上の事物・現象が相互

に作用しあって原因となり結果となること」とし、

《患者－看護者の相互作用》の方が《患者－看護者

の関係性》より患者－看護者関係において相互によ
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り深く影響し合っている状態であるとした。

〈自己理解〉７５例のうち《自己の振り返り》が４２例、

《自己洞察》が３３例、〈患者－看護者関係の理解〉５８

例のうち《患者－看護者の関係性》が９例、《患者－

看護者の相互作用》が４９例であった。

１．精神看護学実習の時期とプロセスレコードに取

り上げられたテーマおよび学習内容

学生がプロセスレコードを記述した時期は表３の

通りで、最も多く記述したのは実習３日目（３８

例，２０．２％）前後で、最も少なかったのは実習初日

（７例，３．７％）であった。また、分析方法で示した

分類方法に従ってみると、期間内での時期では、前

期７８例（全体の４１．５％）、中期６６例（３５．１％）、後期

４４例（２３．４％）で、実習が終わりになるほど記述は

減少傾向にあった。ローテーションの時期でみると、

前半５６例（２９．８％）、中間７６例（４０．４％）、後半５６例

（２９．８％）、学生一人あたりの平均記述は前半３．８例

（最小１．０，最高７．０，SD±１．３９）、中間３．７例（最小

２．０，最高５．０，SD±０．７０）、後半３．４例（最小２．０，最

高５．０，SD±０．７０）であった。

表１．プロセスレコードに取り上げられたテーマの具体例

〈自己の振り返り〉

・いつもの実習でも普段の生活でも、こんなに言葉がでてこないことはなかったため

・会話中、Ｙさんの表情が変わったので、私の言葉に何か原因があったのかを振り返りたい

・患者さんの要求に対して、どう接したらいいかわからず、ずっと心にひっかかっていたから

・自分が心配に思っていることを患者さんが話して下さって、嬉しいのとどうしたらいいのかとで、思考がグルグ

ルしたところだった

・患者のしんどさに対して、何もしてあげられない、自分の中にジレンマみたいなものがあったから

・どのように対応していいのかわからず、恐怖感をもったから

・最後にすっきりしないまま残っているから

〈患者－看護者関係の振り返り〉

・患者さんが私との会話を受入れて下さっているのだとわかったため

・患者さんとの距離が近づいたと感じられたため

・患者さんと私との関係がうまくいってなかったのではないかと考えさせられたため

・この場面での患者さんのやりとりを考察するため

・自分の説明の仕方によって、患者さんと自分との関係性に影響を与えてしまったから

・患者さんの方から病気になった時の話をし始めて驚いたから、その時の関わりを振り返る

〈コミュニケーション〉

・Ｗさんの恐怖心に配慮した言葉がけができていない気がするから

・うつ病の人に励ますことは避けないといけないのに、知らず知らずに励ましていたことに気づき、どういえば良

いか疑問に感じたから

・患者さんへの声かけで、どういう言葉をかけたらいいのかわからなくなったから

・もっと別の話の展開があったと感じ、もっと患者さんの気持ちを汲めたのではないかと思ったから

・私の発言がＯさんの気持ちの表出を妨げただけかもしれない…質問の仕方を見直すきっかけになったから

〈その他 〉

・今までは私の問いかけに答える形がなかったが、「今日、自分が何していた」と自分から話して下さったから、そ

の意味を考えた

・笑顔で話をしていたのに急に苦笑いになり言葉を濁されて「あれ？」と思ったから

・会話を通して患者さんの活動意欲の向上が見られたから

・トランプをしたことがＮさんにとってどういう影響を及ぼしたかもう一度考えてみようと思った

・いつもとは違う感じがしたから

・患者さんの言動が性格によるものか、病気によるものかの見極めの重要性に気づくきっかけになったから

・自己評価の低さを問題としてあげていたが、それが本当に焦点をあわせるべき問題か疑問に感じたから
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２．精神看護学実習の時期別によるプロセスレコー

ドに取り上げられたテーマ

精神看護学実習の時期別でのプロセスレコードに

取り上げられたテーマは表４‐１と表４‐２の通りである。

期間内での時期によるプロセスレコードに取り上げ

られたテーマ（表４‐１）は、時期に関係なく〈自己の

振り返り〉が過半数を占めて多かった。しかしなが

ら、後期では減少し、〈コミュニケーション〉を取り

上げている学生が多かった。２番目に多く取り上げ

られたテーマは、期間内前期・中期は〈患者－看護

者関係の振り返り〉であったのに対し、期間内後期

では〈コミュニケーション〉であった。

ローテーションの時期（表４‐２）によると、期間内

での時期と同様に〈自己の振り返り〉を取り上げた

表２．プロセスレコードによる学習内容の具体例

〈自己理解〉《自己の振り返り》

・制限されている生活についてよく理解できていない私

・患者さんの言われていることをただ聞くだけになっている私

・病気の部分が見えない患者に対して、常に観察しようとしている必死に悪い部分を探している私

〈自己理解〉《自己洞察》

・患者にどのように思われているのかが気がかりになり、自信が持てず言葉にできていない

・私が与える影響や沈黙、拒否されることを恐れている

・曖昧な表現は相手に誤解を生む。自分の言葉を否定されることで自身を否定された感じで衝撃を受けている

〈患者－看護者関係の理解〉《患者－看護者の関係性》

・自分の行動が患者に影響を与えていることの気づき

・会って間もない関係では、書いているノートを見せてもらうことは困難だということ

・してはいけないことを伝えることの難しさ

〈患者－看護者関係の理解〉《患者－看護者の相互作用》

・自身の気持ちを伝えることで、Ｍさんの気持ちも知ることができ、一緒に考えていくことができた

・しっかりとした説明をせずに取り消してしまったことで、Ｉさんを混乱させている

・本人の関心が向いた時に誘うことで、行動が促しやすくなる。本人と一緒に眠れた理由を考えることでやる気が

起こった

〈コミュニケーション〉

・沈黙の意味を深く考えることと共に同じ時間を過ごすことの大切さ

・あやふやなことを言ってはいけない。共感する言葉がけの大切さ

・患者の気持ちやタイミングに合わせた関わり方（いろいろな方向からの促し方）

・会話の内容を中心にするのではなく、躁状態を考慮し、疲労させないコミュニケーションのあり方

・他に達成の方法はないかを考えることの大切さ。小さな声のつぶやきでも逃さず注意すること

・安易に大丈夫という言葉を使うのではなく、躁状態を考慮し、疲労させないコミュニケーションのあり方

〈対象理解〉

・アルコールに対する正直な思い

・患者さん自身が自分の病名に対して納得していない

・患者の親戚に対する不満の強さ

・訴えが一通り終わりの時、横になりたい時、座位やデイルームに誘われた時にしびれの訴えが出現

・Ｇさんのこだわりが想像以上に大きいこと

・夜間のトイレに関して看護者に申し訳ないと思うため緊張している。少しでも緊張緩和に向けての声かけ

〈その他〉

・時間にこだわりを持っている患者に対して訪室時間を告げておくことの必要性

・客観的データを有効に利用して不安を軽減させる
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テーマにしている学生が過半数を占めて多かった。

しかし、期間内での時期とは逆に、ローテーション

後半になるほどその割合が増加する傾向にあった。

また、２番目に多いテーマには、ローテーション前

半は〈コミュニケーション〉〈患者－看護者関係の振

り返り〉、中間・後半では〈患者－看護者関係の振り

返り〉であった。

３．精神看護学実習の時期別によるプロセスレコー

ドでの学習内容

精神看護学実習の時期別によるプロセスレコード

での学習内容は、表５‐１と表５‐２の通りである。期間

内での時期によるプロセスレコードでの学習内容

（表５‐１）は、期間内前期では〈自己理解〉が２７．３％、

中期・後期では〈コミュニケーション〉が２５．９％、

２６．９％と最も多かった。２番目に多かった学習内容

は、期間内前期では〈対象理解〉が２３．５％であり、

中期では〈自己理解〉が２２．２％、後期では〈自己理

解〉〈患者－看護者関係の理解〉が２２．４％と同じ割合

表３．プロセスレコードが記述された実習期間内での時期 （n＝１８８）

実習
日数

記述例
n

全体の割合
（％）

分類法による
時期

記述例
n

全体の割合
（％）

１日目 ７ ３．７

２日目 ３３ １７．６ 前期 ７８ ４１．５

３日目 ３８ ２０．２

４日目 ３３ １７．６ 中期 ６６ ３５．１

５日目 ２７ １４．４

６日目 ２１ １１．１ 後期 ４４ ２３．４

７日目 ２１ １１．１

８日目 ８ ４．３

表４‐１．期間内での時期によるプロセスレコードに取り上げられたテーマ
（n＝１８８）

時 期
自己の振り返り

n（％）

患者－看護者
関係の振り返り

n（％）

コミュニケーション

n（％）

その他

n（％）

前 期 ３９（５０．０） １９（２４．４） ５（６．４） １５（１９．２）

（n＝７８）

中 期 ３５（５３．０） １５（２２．７） ５（７．６） １１（１６．７）

（n＝６６）

後 期 ２０（４５．５） ７（１５．９） １０（２２．７） ７（１５．９）

（n＝４４）

（％）は各時期に占める割合

表４‐２．ローテーションの時期によるプロセスレコードに取り上げられたテーマ
（n＝１８８）

時 期
自己の振り返り

n（％）

患者－看護者
関係の振り返り

n（％）

コミュニケーション

n（％）

その他

n（％）

前 半 ２３（４１．１） １４（２５．０） １４（２５．０） ５（８．９）

（n＝５６）

中 間 ３９（５１．３） １６（２１．１） ４（５．３） １７（２２．４）

（n＝７６）

後 半 ３２（５７．１） １１（１９．６） ２（３．６） １１（１９．６）

（n＝５６）

（％）は各時期に占める割合
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であった。

ローテーションの時期による学習内容（表５‐２）に

ついては、期間内での時期とは逆になり、ローテー

ション前半では〈コミュニケーション〉が３４．７％、

中間・後半では〈自己理解〉が２９．０％、２６．０％と多

かった。２番目に多かった学習内容は、ローテーシ

ョンの時期で異なり、ローテーション前半では〈患

者－看護者関係の理解〉が２０．０％、中間では〈コミ

ュニケーション〉が２１．１％、後半では〈対象理解〉

が２１．２％であった。

考 察

精神看護学実習におけるプロセスレコードで取り上

げられたテーマと学習内容

本研究で学生が記述したプロセスレコードで取り

上げたテーマと学習内容は、〈自己の振り返り〉が半

数を占め、〈患者－看護者関係の振り返り〉（２１．８％）

や〈コミュニケーション〉（１０．６％）などが主たるテ

ーマであり、そこからの学習内容としては《自己の

振り返り》や《自己洞察》を含めた〈自己理解〉が約

２５％を占め、〈コミュニケーション〉（２２．５％）、〈患

者－看護者関係の理解〉（１８．９％）、〈対象理解〉（１８．９％）

などが続いた。このことは、森（１９９７，p.６３）が掲げ

ている看護学生のプロセスレコード記載における学

習目的である４点、つまり、１）ことばによるコミュ

ニケーションの理解を深める、２）ことばによらない

コミュニケーションの理解を深める、３）相互作用を

分析する技能を高める、４）自己の関わりを振り返り、

自己のもつ問題や患者に対する思いを明らかにする、

と同様であった。このことからもプロセスレコード

の目的にあった使用がなされていたと思われる。

坂江の研究（１９９８）では、プロセスレコードに取

り上げられたテーマは〈看護計画〉〈相互作用〉〈自

己洞察〉に分類され、〈看護計画〉が多かったという。

プロセスレコードは使用目的やそれによる教官の指

導方法が学生の記述内容に影響を与えることを考え

れば、学生が取り上げたテーマの過半数（９４例）が

表５‐１．期間内での時期によるプロセスレコードでの学習内容 （n＝３０７）

時 期

自己理解 患者－看護者関係の理解 コミュニケ
ーション

対象理解 その他
振り返り 自己洞察 関係性 相互作用

n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）

前 期 ３６（２７．３） ２３（１７．４） ２３（１７．４） ３１（２３．５） １９（１４．４）

（n＝１３２） ２４（１８．２） １２（９．１） ５（３．８） １８（１３．６）

中 期 ２４（２２．２） ２０（１８．５） ２８（２５．９） １６（１４．８） ２０（１８．５）

（n＝１０８） ８（７．４） １６（１４．８） ３（２．８） １７（１５．７）

後 期 １５（２２．４） １５（２２．４） １８（２６．９） １１（１６．４） ８（１１．９）

（n＝６７） １０（１４．９） ５（７．５） １（１．５） １４（２０．９）

（％）は各時期に占める割合

表５‐２．ローテーションの時期によるプロセスレコードでの学習内容 （n＝３０７）

時 期

自己理解 患者－看護者関係の理解 コミュニケ
ーション

対象理解 その他
振り返り 自己洞察 関係性 相互作用

n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）

前 期 １１（１４．６） １５（２０．０） ２６（３４．７） １４（１８．７） ９（１２．０）

（n＝７５） ４（５．３） ７（９．３） １（１．３） １４（１８．７）

中 期 ２４（２２．２） ２３（１８．９） ２７（２１．１） ２２（１７．２） １９（１４．８）

（n＝１２８） ２９（２２．７） ８（６．３） ３（２．３） ２０（１５．６）

後 期 ２７（２６．０） ２０（１９．２） １６（１５．４） ２２（２１．２） １９（１８．３）

（n＝１０４） ９（８．７） １８（１７．３） ５（４．８） １５（１４．４）

（％）は各時期に占める割合
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〈自己の振り返り〉を掲げていたことや学習内容も

《自己の振り返り》《自己洞察》などの〈自己理解〉

が全体の４分の１を占めて最多であったことは、自

己洞察にウエイトをおく実習目的に応じた結果であ

ったとも考えられる。

学生が記述したプロセスレコードに取り上げたテ

ーマおよび学習内容との関係をみると、〈自己の振り

返り〉をプロセスレコードに取り上げたテーマの中

心として設定しているものの、学習内容はかなり広

く、《自己の振り返り》よりさらに深い自己の気づき

である《自己洞察》にすすんでいる学生や、〈患者－

看護者関係の理解〉〈コミュニケーション〉〈対象理

解〉などに反映した学生もいた。このことから、学

生は自分を中心とした振り返りを通して他者を理解

することや関係性の理解を考える機会にしていたこ

とがわかった。

精神看護学実習の時期別によるプロセスレコードに

取り上げられたテーマと学習内容

学生がプロセスレコードを記述した時期は、実習

初日が７例と全体の約４％に過ぎず、最も少なかっ

た。このことは患者に初めて対面する日でありなが

ら実習初日のオリエンテーションなどに時間を要し、

実質的に患者と関わる時間が少ないことなどが影響

していると思われる。記述は実習２日目から４日目

が全体の約６割を占めて多かった。このことは、外

口の看護者－患者関係の展開をもとに考えた川野

（１９９２，p. ７）が述べている「関係をもち始める時

期」にプロセスレコードを活用しようとしている学

生の姿が伺えた。

精神看護学実習の時期別によるプロセスレコード

に取り上げられたテーマは、精神看護学実習の期間

内での時期に関係なく〈自己の振り返り〉が過半数

を占めていた。しかしながら期間内後期では漸減し、

〈コミュニケーション〉を取り上げたテーマにして

いる学生が多くみられた。２番目に多かったのが期

間内前期・中期では〈患者－看護者関係の振り返

り〉といったテーマであったが、期間内後期になる

と〈患者－看護者関係の振り返り〉が減少して、〈コ

ミュニケーション〉を取り上げたテーマにしている

例が多くなった。このことは実習の経過による学生

と患者との関係性が影響しているものと思われた。

精神看護学実習のローテーションの時期では、期

間内での時期と同様に〈自己の振り返り〉をテーマ

にする学生が過半数を占めていたが、期間内での時

期とは逆にローテーション後半になるほど〈自己の

振り返り〉の割合が増加する傾向にあった。これは、

他領域での実習体験のなかで看護者としての職業意

識が芽生え、高まったことで、学生自身が自己を振

り返る必要性を自ずと感じた結果とも考えられた。

２番目に多く取り上げられたテーマは、ローテーシ

ョン前半では〈患者－看護者関係の振り返り〉〈コミ

ュニケーション〉、中間・後半では〈患者－看護者関

係の振り返り〉であった。〈コミュニケーション〉が

ローテーション前半では２５．０％であったの対し、中

間５．３％，後半３．６％と極端に減少していた。これは、

臨地実習が始まった頃にはコミュニケーションにこ

だわっていた学生が、他領域での実習体験のなかで

コミュニケーション技術を身につけてきた結果、コ

ミュニケーション自体を目的にするのではなく、コ

ミュニケーションを患者との関係性や相互作用を深

めるための一手段として活用できた結果とも考えら

れる。

精神看護学実習の時期別によるプロセスレコード

での学習内容は、精神看護学実習の期間内での時期

では、期間内前期では〈自己理解〉、中期・後期では

〈コミュニケーション〉を学んだという学生が最も

多かった。２番目に多かったのは、期間内前期では

〈対象理解〉、中期は〈自己理解〉、後期では〈自己

理解〉〈患者―看護者関係の理解〉であった。取り上

げられたテーマとの関係から検討すると、〈自己の振

り返り〉が取り上げられたテーマの過半数を占めて

おり、〈自己理解〉の学びが多いことは当然の結果と

して了解できる。しかしながら、日数の経過ととも

に〈コミュニケーション〉を学んだことに掲げてい

る学生が多かった。このことは、患者との関係性を

育むなかで関係を深める媒体であり方法としてのコ

ミュニケーションに学生自身の学びの視点が移行し
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ていったものと思われる。期間内中期では〈コミュ

ニケーション〉を取り上げたテーマにしたのは７．６％

であったのに対し、学習内容は２５．９％と最も多く、

〈コミュニケーション〉を学んだという実感を得て

いたのか、期間内後期において取り上げられたテー

マが〈コミュニケーション〉２２．７％と極端に増加し

ており、このことからも推測できる。つまり、〈自己

理解〉から学びの視点が移行したことは、《自己の振

り返り》《自己洞察》を学生自身が学ぶことの難しさ

を意味しているように思われた。学生は、川野

（１９９２，p. ７）が述べている「関係をもち始める時

期」では学生と患者との関係の始まりにおける学生

自身の《自己の振り返り》《自己洞察》と、患者の

〈対象理解〉を学び、「関係性をもち続けていく時

期」には学生と患者の関係における媒体である〈コ

ミュニケーション〉を学び、「関係の終結に向かう時

期」には学生自身も患者との「治療的な別れ」を体

験することでさらに患者－看護者関係のなかでもよ

り相互に影響しあうことを強調する《患者－看護者

との相互作用》を学んでいたと思われる。

精神看護学実習のローテーションの時期では、ロ

ーテーション前半では〈コミュニケーション〉、中

間・後半では〈自己理解〉を学んだ学生が多かった。

これはプロセスレコードに取り上げられたテーマと

関係して、実習の初期ではコミュニケーションへの

こだわりがあり、他領域での実習体験によりコミュ

ニケーションスキルを学生自身が学んだことや看護

職としての職業意識が芽生え、高まったことで、自

己への関心が高まったことから学んだと思われる。

特に、ローテーション後半では〈自己の振り返り〉

の関心が高かったことも影響してか、他の時期と比

較して自己の振り返りより、さらに深く自分の言動

に気づく《自己洞察》を学習内容としている学生の

割合が多くみられていた。

学生の自己洞察を深めるためのプロセスレコードの

指導方法

プロセスレコードに取り上げられたテーマは実習

進度に関係なく〈自己の振り返り〉が最も多かった

が、学習内容は時期により異なっていた。精神看護

学実習の期間内での学習内容をみると、期間内初期

こそ〈自己理解〉であったが、中期・後期では〈コ

ミュニケーション〉であった。これは、期間内初期

に《自己の振り返り》《自己洞察》を行い、次の段階

として〈コミュニケーション〉へ発展していったと

もとれるが、患者との関係性の中で自分自身を振り

返るというよりも関係性を深める一つの方法として

のコミュニケーションに学生自身の視点が移行して

いったものと思われる。また、《自己の振り返り》か

ら《自己洞察》への学びの深まりも時期毎の差はな

く、これらを学生自身が学ぶことの難しさを意味し

ているように思われ、教官など指導者の導きが必要

である。プロセスレコードに記述されている取り上

げられたテーマから、学生とともにこの場面から何

を学びたかったのかを丁寧に確認し合うことが必要

であると思われる。

プロセスレコードに取り上げられたテーマは〈自

己の振り返り〉であったのが、学習内容では《自己

洞察》に進んでいる学生も多くみられた。〈自己の振

り返り〉から《自己洞察》への学びの深まりは、ロ

ーテーション後半になるほど多かったが、それ以外

の実習時期による関係性はみあたらなかった。ロー

テーション後半では実習が終わりに近づくことで専

門職業人としての意識の芽生えや高まりなどが影響

し、学生個人が自分自身を振り返る機会に迫られた

結果ともいえる。これらのことからも、真の意味で

の自己洞察は学生個々にその時期があるように思わ

れる。しかし、看護職を選択する以上は、患者を受

容して、関係性を構築していく必要がある。そのた

めには看護者自身も自己受容し、自身の感情・思

考・言動が統合され自己一致していることが求めら

れる。看護者は、患者との関わりのなかで絶えず自

分の内面に起こる反応を振り返って吟味する作業が

必要である（川野，２００２，p.２１）。また、Peplau（１９５２，

p.５７）は「看護学校基礎過程の中心的課題は、ある

状況のもとで自分がどう機能するかを自覚する人間

として看護者を十分に成長させることである」とも

述べている。自己を振り返る作業には苦痛を伴うこ
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とも多いが、それを克服していく過程で看護者の人

間的な成長が期待できるものと思われる。学生の気

持ちを理解しつつ、自己洞察には学生自身の内的動

機が重要であるため、学生が常に自分自身の振り返

りに関心が向かうように配慮していくことが必要で

ある。それとともに教官・指導者も学生との人間関

係を形成しているため、教官・指導者自身が学生と

患者の間で起こっているであろう内的な世界に関し

て、心からの関心を注げるかどうかが問われている

と思われる。

今後は自己洞察に至ったプロセスレコードについ

て詳細に再検討していきたいと考えている。

結 論

精神看護学実習での実習進度に応じた自己洞察を

深めるためのプロセスレコードの指導にいかすこと

を目的に、実質８日間の精神看護学実習内での時期

と臨地実習全体における精神看護学実習の時期とい

う２つの時間軸とプロセスレコードに取り上げられ

たテーマおよび学習内容との関係を検討した。プロ

セスレコード１８８例を検討した結果、以下のような

知見を得た。

１．実質８日間の精神看護学実習において学生がプ

ロセスレコードを記述した時期は、実習１～３日目

が４１．５％％で最も多く、その後は減少していた。

２．プロセスレコードに取り上げられたテーマは、

〈自己の振り返り〉が半数を占め、〈患者－看護者関

係の振り返り〉（２１．８％）、〈コミュニケーション〉

（１０．６％）、〈その他〉（１７．６％）の４つに大別するこ

とができた。

３．プロセスレコードでの学習内容は、〈自己理解〉

が約２５％を占め、〈コミュニケーション〉（２２．５％）、

〈患者－看護者関係の理解〉（１８．９％）、〈対象理解〉

（１８．９％）〈その他〉（１５．３％）の５つに大別するこ

とができた。

４．プロセスレコードに取り上げられたテーマは、

実習の時期に関係なく〈自己の振り返り〉が半数を

占めて多いが、精神看護学実習期間の後期には漸減

し、ローテーション後半には増加する傾向にあった。

５．プロセスレコードでの学習内容は、実習時期で

異なり、精神看護学実習期間の前期では〈自己理解〉、

中期・後期では〈コミュニケーション〉が多かった。

ローテーションの時期では、逆に前半では〈コミュ

ニケーション〉、中間・後半では〈自己理解〉が多か

った。

６．プロセスレコードに取り上げられたテーマは

〈自己の振り返り〉が多いが、そこからの学習内容

は《自己の振り返り》《自己洞察》以外にも多岐にわ

たっていた。

７．〈自己の振り返り〉から《自己洞察》への学習内

容の深まりは、ローテーション後半の学生に多かっ

た。

これらの知見は学生自身が独力で自己洞察を行う

ことの困難さとともに、自己洞察を深めるためのプ

ロセスレコードの活用における教官や指導者の介入

が不可欠であることを示唆している。今後も継続し

た調査とともに、さらに詳細に検討していく必要が

あると思われる。
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